
 

平
成 

 

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た 

『
中
津
江
む
ら
づ
く
り
役
場
』
で

す
が
、
５
つ
の
部
会
員
の
企
画
に 

よ
り
、
様
々
な
活
動
が
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
取
組
を

ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽
し
み
な
が

ら
、
地
域
に
広
げ
て
い
こ
う
と
考

え
「
こ
れ
が
地
域
活
性
化
だ
」
と

意
気
込
む
こ
と
な
く
、
今
年
も
色

ん
な
コ
ト
を
や
っ
て
い
き
ま
す 

 

ま
ず
は
今
後
の
予
定
・
・
・ 

◆
住
民
ツ
ア
ー
第
２
弾 

 

～
身
近
な
地
域
資
源
を
廻
っ
て 

 
 

み
よ
う
と
、
昨
年 

 

月
に 

 
 

１
回
目
を
実
施
し
た
ツ
ア
ー 

 
 

冬
場
の
第
２
弾
を
企
画
中
。 

◆
役
に
立
つ 

寸
劇
披
露 

 

～
楽
し
く
サ
ギ
被
害
防
止
を
伝 

 
 

え
よ
う
と
２
年
連
続
実
施
し 

 
 

た
寸
劇
公
演
。
今
年
は
内
容 

 
 

を
一
新
し
て
実
施
検
討
中
。 

 

 

昨
年
、
皆
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た

写
真
を
掲
載
し
た
「
令
和
５
年
な
か
つ
え

カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 
 

名
の
方
か
ら
百
点
を
超
え
る
自
慢
の

写
真
の
提
供
を
い
た
だ
き
、
厳
正
な
選
考

の
結
果
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
賞
は
、
伝

来
寺
の
長
谷
部
徹
さ
ん
に
決
定
。
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
で
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。 

 

長
谷
部
さ
ん
の
作
品
を
は
じ
め
、
応
募

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
写
真
が
中
津
江
の
四
季

を
彩
る
カ
レ
ン
ダ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
で
予
約
販
売
の
申
込
を
受

け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
末
に
完
成
。

好
評
だ
っ
た
た
め
、
来
年
も
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
予
定
で
す
。 

 

次
回
は
あ
な
た
も
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
さ
れ
て
み
て
は
・
・
・ 

新わらびの橋の 
工事見学会場にて 
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 今年も楽しくてためになる！ 色んなコト、やりますよ〜 

30 

 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

令
和
五
年
、
卯
（
う
さ
ぎ
）
年
の
年
明
け
を

穏
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

さ
て
、
む
ら
づ
く
り
役
場
も
皆
さ
ん
の
御
協

力
で
５
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
末
か
ら
再
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
や
度
重
な
る
様
々
な
商
品
の
値
上

げ
、
世
界
で
は
終
わ
り
が
見
え
な
い
戦
禍
、

円
安
ド
ル
高
や
異
常
気
象
な
ど
、
先
行
き
が

不
透
明
な
事
柄
が
山
積
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
で
も
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
昨

年
会
場
を
振
興
局
前
に
移
し
て
開
催
し
た

「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
った
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
で
カ
メ
ル
ー
ン
の
活
躍
を
応
援
し
た
り

と
、
明
る
い
出
来
事
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
飛
び
跳
ね
る
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
、
更

に
飛
躍
の
一
年
に
な
る
よ
う
、
楽
し
く
元
気

に
な
る
取
組
を
考
え
て
い
き
ま
す
。 

 

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く 

 
 

   

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

むらづくり役場 
住民自治組織 中津江振興協議会 《第 1８版》 2023.1.1  

 

   

５４－３２００ 

 

今
年
こ
そ 

 

飛
躍
の
一
年
に
！ 

会 長 
川野 幹夫さん 

な
か
つ
え
カ
レ
ン
ダ
ー 

 

完
成
し
ま
し
た  

カ
レ
ン
ダ
ー
は
大
・
中
・
小
の
３
種
類
。 

中
津
江
の
魅
力
が
満
載
で
す
。
購
入
の 

お
申
込
み
は
、
む
ら
づ
く
り
役
場
ま
で
！ 

サギ被害防止寸劇 
（まもる部会） 

住民ツアー開催 
（つくる部会） 
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 日田市内では初めて組織された住民自治組織の「中津江むら
づくり役場」ですが、市内はもとより大分県内でも、住民による
地域運営組織の設立について協議・検討が進められています。 
 12 月 11 日には佐伯市から中津江の取組みについて 22 名の
皆さんが視察に訪れてくださいました。また、12 月 15 日には 
前津江で住民自治組織の設立を検討している皆さんと、設立の
課題や運営の問題点を話し合う意見交換会が開催されました。 
 少子高齢化などにより、行政だけでは課題解決が出来なくな
った地域の在り方を「みんなが主役のむらづくり」をテーマに活
動している中津江の現状を話させていただきました。それぞれ
の地域で状況が異なりますが、抱える課題は似通っています。多
くの皆さんが関われる、楽しい組織ができると良いですね。 

新春を飾る消防団の出初式が、以下の日程で
開催されます。中津江方面団は昨年の大分県
大会で準優勝した”小型ポンプの操法披露”を
行う予定です。(中止、内容変更の可能性あり） 
《期 日：1 月 15 日(日）》10：00 開会 
＊操法披露 10：10～(陸上競技場駐車場) 
＊車両行進 10：35～(陸上競技場⇒三隈川) 
＊放水点検 11：00 頃～(三隈川旅館街下) 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

中村允紀(よしき)さん 
（池の山）２9歳 
 平成 5年生まれ 

  
2 人の可愛い子供に囲まれてニコニコのよし
きパパ。地域おこし協力隊を退任後、自宅で
海外プロジェクトの翻訳や通訳、企画やマー
ケティングなど得意分野を活かした仕事をし
ています。中津江の一番良いところが、子供
にとって最高の環境だと話してくれた允紀さ
ん。若くして福岡で起業、12 ヵ国語を学ぶ
など多才な能力を持ちながら、中津江で不
便に感じる事も無い(笑)と笑うタフさも。
休みの日には土いじりやシシ罠の見回り等 
      憧れの山暮らしと子育てを満 
      喫しています。離れる理由が 
      ないと言う中津江で頑張って！ 

  つれづれ  
 年末になると発表される今年の漢字。皆
さんは自分の一文字が浮かびますか？日々
ダラダラと過ごしている私は、一年を振り
返っても去年の雪や夏の暑さ、梅雨の雨な
ど全く覚えていない(多分私だけではない
はず？)  ”3 年ぶり”に行動制限のない年
末年始、忘年会を経ずとも忘れてる事は多
い。昔のように特別感は薄れた正月ではあ
るが何歳になっても何か楽しみである。も
ちろん、朝から大っぴらに飲めるからでは
あるが(笑)「盆正月に関係なく飲んでるく
せに！大事なことまで忘れなきゃいいけど
ね！」って盆正月に関係なく厳しい言葉が
隣から。”出かける前に書いた買い物リス
トを忘れてアタフタしてたのは誰だよ！” 
な～んて事は、気付いても言い忘れるよう
にしている。そこら辺の塩梅は覚えてんだ
よなぁ。あ、忘れていた！本年も「むらづ
くり役場」をよろしくお願いします。(英) 

 地域のお宝！ 
今月のご長寿さん・・・ 

伊藤サカエ さん 
 （丸蔵）９１歳 
 昭和6年生まれ 

丸蔵の堤集落出身のサカエ 
さん。愛犬のクーちゃんと 
笑顔で顔写真を撮ってくれ 
ました。去年、ケガで入院 
されたものの、今でも元気に 
畑で野菜作りに励んでいます。 
２０歳の時に恋愛結婚された 
サカエさん、百姓と子育てしながら山仕事をし
ていた若い頃は、宮崎県の山村での余りの寒さ
が一番辛かったとか。1 時間かけて通学した小
学校のことや長女として弟妹の子守りなどの
幼少期も明るく話してくださいました。軽トラ
からシニアカーに乗り換えましたが、行動範囲
の広さは相変らず！いつまでも、お元気で過ご
して下さい。 

 地域のお宝！ 
今月の若ぇ〜し・・・ 

日田市消防団出初式 

各地で検討が広がる！ 
 住民による地域運営組織。。。 

佐伯市米水津地域の 
組織検討委員会の視察 

前津江振興協議会での 
住民自治組織意見交換

会 


